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行路死人歌論 ― 4 ―― 5 ―
になるとしている。 〈名〉が系譜に位置づけられることとは、祖先との繋がりを確認することになる。始祖からの系譜を語ることは神話となり、神話とは現在の秩序を始源にかえって説明す ものであるから、系譜に〈名〉を納めることで後世の者に祀られる対象となるということだろう。
古橋はここでいう始祖を「天皇を例にすれば、天照大神なら天照









慰撫するイメージは感じられるが、実のところ何を意味するのかは異なっている。行路死人歌における〈鎮魂〉 はなんであるか 改めて検討する必要 あるだろう。行路死人歌における死人
行路死人歌の〈鎮魂〉について考え にあたり、まずは歌の対象


























































































































































































に死することが少なくなかった もし死ぬ者があれば埋葬し、姓名を記録して故郷に知らせよとされている こうした記録より、各地での任務に就いていた者が帰郷の際に病や飢えによって命 落とし、路傍で
臥こや
せることはめずらしいことではなかったと考えられ

































は古くは「招魂」や「鎮魂」の訓があ られており、魂を「振り動かして活性化させる 〈振り〉もしくは「外部から刺激して増殖させる」 〈殖ゆ〉または「植物を身体に接触させること 自然界の生命力を外から補給 る」 〈触り〉そして「神霊（みたま
（
を降下さ












































ているだろうに（という うに「国忘 たる」と故郷を問うたが返答がな った、そのうえで「家待たなくに」と の帰郷が叶わない現実を嘆くように歌って る。 「誰が夫か」 夫は題詞から香久山の屍であるとわかり、この旅 が既に絶命して ることがわかる。
もう一例、歌のみでもわかるものとして、巻第二の二二〇番歌か
ら二二二番歌の柿本人麻呂が作る三首を見てみた 。これら 歌読み手である柿本人麻呂から、波の音 絶 ない浜辺を枕 荒床に
(122)
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倒れている死人に向けて歌われている。 「ころ臥す」という自ら臥せる表現から、すで 死んでいると考えられる。さらに返歌では「過ぎにけらずや」 （時期を過ぎてしまったではないか（と過ぎ去ってしまい既に取り返しのつかないこととして死人に対して歌いかけている。このように行路 歌においては、読み手は臥せる人がすでに絶命 て と判断した上 歌を詠んでいる。そこから葬送までを行わない死者に対し 身体の復活をさせる「たまふり」は考えられない。
残る「たましずめ」であるが、神野志は異常死に対する畏怖を考
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“好”！让你们这一次，今后你再来我们就不让了。「よし」！今回は許しましょう。今度来た時は許せませんよ。
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hliob  zos は「死者の額に付けられる印のあるたくさんの人」
という意味になる。つまり、花果山と呼ばれる庭園で仙女が出遭っているのは死人であることになる。仙女は脱魂した儀礼の中の行路で死人に遭い、歌を要求されるのである。
この状況は行路死人歌と類似すると考えられないだろうか。仙女
は子授かりという目的をもって旅をする。行路死人歌の場合、歌の詠み手の目的は明らかでは いが、やはり旅をしている。その行路において仙女の場合は死人の宴 出くわし、行路死人歌においては臥せる死人に出くわすのである。この場合、仙女 特別な能力者であり、脱魂し 異界を巡って るため、異界にい 死人と問答をすることができる。しかし、行路死人歌の場合は歌人 は言え特別な能力者ではない。死人と言葉を交わすことができるはず ないが、それでも国や妻を問い、歌を詠むのである。
仙女の場合を考えれば、行路で出遭う死人は目的地までの間に存
在する〈障害〉で る。この〈障害〉となる 者を葬送するでもな
く、歌や問答により克服する構造がみえてくる。これを行路死人歌に当てはめてみれば、何かの目的のために旅をしていた詠み手が行路で死人を見た。その死人も旅人であったであろうから自身と類する状況のものであり、そのまま見過ごして先に進むことはできない。この「気が付いて先に進むことができない」状態がまさに行路における〈障害〉で ないか。こ 〈障害〉は旅をする者が乗り越えなくてはならないものとなり、歌が歌われるの る。
しかしながら、中国少数民族であるミャオ族の事例と日本古代を











つ文化帯においてかなり古くから存在していたと考えら るし、うした形式が奈良時代までの日本に伝わっており、柿本人麻呂などの行路死人歌の詠み手にとって既知 ものであった可能性も十分考えられるだろう。そうした場合、旅人 目的地に着くために行路で遭遇する〈障害〉は必ず乗り越えなければならない。もし乗り越えることができなければ旅人の旅はそこで終わってしまうことになる。行路において見 けてしまった臥せる死 は旅路 〈障害〉で




を乗り越えるべくして歌を詠んだのが行路死人歌であろう。異常死した魂は詠み手にとっても確かに害であ 。しかし、詠み手が葬送までおこなう必要はない。道端の死者を埋葬するのは『律令』ならえば国司のおこなうことで るし、詠み手としては行路の〈障害〉を乗り越えられればそれでよい。ただし、異常死した死者の魂は現世とは位相の空間にあるはずである。そこで、これを乗り越えるために歌 うたうのである。このようにしてみると、行路死人歌における〈鎮魂〉とは行路に け 〈障害〉を乗り越えるためのものであろう。これは旅人が旅を無事に えるためのひとつの形式であり、有事における心的安寧を期待する形式的 ものであったのかもしれない。この心的安寧が後に御霊 よう 死人の荒魂を「 ずめる」という観念 なったのかもしれないが、現状ではそこまで言及できない。
ところで、ここまで行路死人歌について考えた際、 「なぜ〈障
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〈三三三八番歌〉
　
あしひきの
　
山やまぢ
道は行
ゆ
かむ
　
風吹けば
　
波のささ
ふる
　
海うみぢ
道は行
ゆ
かじ
〈三三三九番歌〉
　
玉たま
鉾ほこ
の
　
道に出
い
で立ち
　
あしひきの
　
野行
ゆ
き山行
ゆ
き
　
にはたづみ
　
川行
ゆ
き渡り
　
いさなとり
　
海うみぢ
道に出
い
でて
　
吹く風
も
　
おぼには吹かず
　
立つ波も
　
和のど
には立たぬ
　
恐かしこ
きや
　
神の渡り
の
　
しき波の
　
寄する浜
はまへ
辺に
　
高たかやま
山を
　
隔へだ
てに置きて
　
浦うら
淵ぶち
を
　
枕まくら
にまきて
　
うらもなく
　
伏ふ
したる君は
　
母おもちち
父
が
　
愛まなご
子
にもあ む
　
若草の
　
妻もあるらむ
　
家いへ
問と
へど
　
家いへ
道ぢ
も言わず
　
名を問へど
　
名
だにも
告の
らず
　
誰た
が
言こと
を
　
いたは とかも
　
とゐ波の
　
恐かしこ
き海を
　
直ただ
渡りけむ　　
返歌
〈三三四〇番歌〉
　
母おもちち
父も
　
妻も子どもも
　
高たかたか
々に
　
来こ
むと待つらむ
　
人の悲しさ〈三三四一番歌〉
　
家いえひと
人の
　
待つらむものを
　
つれもなき
　
荒ありそ
磯をま
きて
　
伏ふ
せる君かも
〈三三四二番歌〉
　
浦うら
淵ぶち
に
　
伏ふ
したる君を
　
今けふ
日今
けふ
日と
　
来こ
むと待つ
らむ
　
妻しかなしも
〈三三四三番歌〉
　
浦波の
　
来きよ
寄する浜に
　
つれもなく
　
伏したる君
が
　
家いへ
道ぢ
知らずも
（新日本古典文学大系『万葉集』
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